








































































































































































































































































































































































































































































































































































































19）ライルの「傾向性」概念については、次の文献を参照のこと。Ryle, G., The Concept of Mind, 
Hutchinson, 1949.（邦訳：『心の概念』、坂本百大・他訳、みすず書房、1987年。）この「傾向
性」概念は、ライル以後、主に知識論・技能論や人間のポテンシャルを論じる議論の中で発展的
な議論がなされている。前者としては、Howard, V. A., Artistry: The Work of Artists,  Hackett 
Publishing Company, 1982., Scheffler, I., Conditions of Knowledge,  Chicago University Press, 1979.
（邦訳：『知識の条件』、村井実監訳、東洋館出版社、1987年）そして、生田久美子「「わざ」の伝
承は何を目指すのか―TaskかAchievementか」生田久美子・北村勝朗編『わざ言語』慶応義塾大
学出版会、2012年、3-31頁がある。後者としては、Scheffler, I., Of Human Potential: An Essay in 








である。差し当たり、次の原稿でその一部を発表している。Dai H., What is An Aim of Language 
Education?; A Case Study of Hama Omura‘s Practice in Japanese Education., WAZA GENGO; 
LINGUAGGIO DELLE ARTI TRADIZIONALI GIAPPONESI MENTE, CORPO, CONOSCENZA 
E RELAZIONE EDUCATIVA.　―SCAMBI FRA TRADIZIONI D'ORIENTE ED ESPERIENZE 






23）こうした言語分析については、例えば、Scheffler, I., The Language of Education,  Charles C 
Thomas Publisher, 1960.（邦訳：『教育のことば』、村井実監訳、東洋館出版社、1987年）, Green, T., 
The Activity of Teaching,  McGraw Hill, 1971., McClellan, J. E., Philosophy of Education, Prentice-
Hall, 1976等を参照のこと。
24）大村、前掲22、110-111頁。
25）同上、103頁。
26）同上、104-107頁。記載内容を基にして引用者が再編集した。
27）同上、107-110頁。記載内容を基にして引用者が再編集した。
28）大村はま「広がることば　深まることば」『大村はま国語教室９―ことばの指導の実際』筑摩書房、
1983年、115頁。文中の波線は引用者によるものである。また、省略した資料４は、131頁に記載
されているので併せて参照のこと。
29）同上、116頁。文中の波線は引用者によるものである。
30）同上、134頁。文中の波線は引用者によるものである。
31）大村はま「ことばを思い出す　捜す　見つける」『大村はま国語教室９―ことばの指導の実際』
筑摩書房、1983年、135頁。文中の波線は引用者によるものである。
32）同上、139頁。文中の波線は引用者によるものである。
33）同上、138頁。文中の波線は引用者によるものである。また、興味深いことに、大村は他の箇所
ではほぼすべて「ことば」という表記を用いているが、ここでは珍しく「言葉」という漢字表記
を使用している。そのため、「ママ」というルビを振った。大村が「言葉」ではなく、「ことば」
という平仮名表記を多用する理由は、別稿で改めて氏の「ことば」観を解明する手段として論じ
ることとする。
34）同上、146頁。文中の波線は引用者によるものである。
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坂口京子『戦後新教育における経験主義国語教育の研究』風間書房、2009年。
佐藤学『米国カリキュラム改造史研究―単元学習の構造』東京大学出版会、1990年。
田近洵一『現代国語教育史研究』冨山房インターナショナル、2013年。
ジェニ ・ートマス著、浅羽亮一監修『語用論入門―話し手と聞き手の相互交渉が生み出す意味』研究社、
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究会『琉球大学言語文化論叢』（５）、2008年、143-148頁。
吉田裕久「国語単元学習構想・成立の条件―大村はま国語単元学習を通して―」広島大学教育学部
国語教育研究室『国語教育研究』（43）、2000年、1-11頁。
萬屋秀雄『大村はま「国語単元学習」から何を学ぶか―大村はま「国語単元学習」の徹底的分析―』
渓水社、1996年。
全国大学国語教育学会編『国語科教育実践・研究必携』学芸図書、2009年。
全国大学国語教育学会編『国語科教育学研究の成果と展望Ⅱ』学芸図書、2013年。
※註に記載したものは除く。
